
企画連絡に関する事項

Ⅰ 品質等の確保業務

１ 平成21年度検定・検査関係告示等の制定、改正等

(1) 動物用生物学的製剤基準の一部改正

21.7.1 農林水産省告示第861号

ワクチン（シードロット製剤を除く）の部

(1) 新規制定

① 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病２価・牛パラインフルエンザ・牛ＲＳウ

イルス感染症混合（アジュバント加）不活化ワクチン

② 牛ロタウイルス感染症３価・牛コロナウイルス感染症・牛大腸菌性下痢症（K99精製線

毛抗原）混合（アジュバント加）不活化ワクチン

③ 豚ボルデテラ感染症精製・豚パスツレラ症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

④ ロイコチトゾーン病（油性アジュバント加）不活化ワクチン（組換え型）

⑤ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏サルモネラ症（サルモネラ・エンテリテ

ィディス）混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

(2) 一部改正

① 馬インフルエンザ不活化ワクチン

② 馬インフルエンザ不活化・日本脳炎不活化・破傷風トキソイド混合（アジュバント加）

ワクチン

③ マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（アジュバント加）不活化ワクチン

④ マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（油性アジュバント加）不活化ワクチン

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定

① 豚丹毒（油性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

② マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（アジュバント加）不活化ワクチン（シー

ド）

③ マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（油性アジュバント加）不活化ワクチン（シ

ード）

④ マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症生ワクチン（シード）

(2) 一部改正

該当なし

診断液の部

該当なし

21.11.12 農林水産省告示第1569号

ワクチン（シードロット製剤を除く）の部

(1) 新規制定

① マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（カルボキシビニルポリマーアジュバント
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加）不活化ワクチン

② 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・２・５型）感染症・豚丹毒混合（油性

アジュバント加）不活化ワクチン

③ 鶏伝染性ファブリキウス嚢病（抗血清加）生ワクチン

④ イリドウイルス感染症不活化ワクチン

(2) 一部改正

① 牛大腸菌性下痢症（K99保有全菌体・FY保有全菌体・31A保有全菌体・O78全菌体）（ア

ジュバント加）不活化ワクチン

② 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（２型）感染症（アジュバント加）不活化ワ

クチン

③ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（２・５型）感染症（アジュバント加）不活

化ワクチン

④ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・２・５型）感染症（アジュバント加）

不活化ワクチン

⑤ 豚ボルデテラ感染症（アジュバント加）不活化ワクチン

⑥ 豚ボルデテラ感染症精製（油性アジュバント加）不活化ワクチン

⑦ 鶏サルモネラ症（サルモネラ・エンテリティディス）（油性アジュバント加）不活化ワク

チン

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定

① 牛ヒストフィルス・ソムニ（ヘモフィルス・ソムナム）感染症（アジュバント加）不活

化ワクチン（シード）

② 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（２型）感染症（アジュバント加）不活化ワ

クチン（シード）

③ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（２・５型）感染症（アジュバント加）不活

化ワクチン（シード）

④ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・２・５型）感染症（アジュバント加）

不活化ワクチン（シード）

⑤ 豚大腸菌性下痢症（K88保有全菌体・K99保有全菌体）（アジュバント加）不活化ワクチ

ン（シード）

⑥ 豚ボルデテラ感染症（アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

⑦ 豚ボルデテラ感染症精製（油性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

⑧ 鶏サルモネラ症（サルモネラ・エンテリティディス）（油性アジュバント加）不活化ワク

チン（シード）

⑨ 鶏伝染性コリーザ（A・C 型）（アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

(2) 一部改正

該当なし

診断液の部

(1) 新規制定

該当なし
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(2) 一部改正

○ 鶏伝染性コリーザ（A 型）診断用赤血球凝集抗原

22.3.3 農林水産省告示第394号

通則の部

○ 通則の５中「製法の変更」を「製法の変更又は試験法の中間製品における試験項目の変

更」とする。

ワクチン（シードロット製剤を除く）の部

(1) 新規制定

① ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏ファブリキウス嚢病・トリレオウイルス

感染症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

② ぶりα溶血性レンサ球菌症不活化ワクチン（注射型）

(2) 一部改正

該当なし

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定

① トリニューモウイルス感染症生ワクチン（シード）

② 鶏伝染性気管支炎生ワクチン（シード）

③ 鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（ひな用）（シード）

④ 鶏貧血ウイルス感染症生ワクチン（シード）

⑤ マレック病（七面鳥ヘルペスウイルス）生ワクチン（シード）

⑥ マレック病（マレック病ウイルス１型）凍結生ワクチン（シード）

⑦ マレック病（マレック病ウイルス２型・七面鳥ヘルペスウイルス）凍結生ワクチン（シ

ード）

⑧ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合生ワクチン（シード）

(2) 一部改正

該当なし

診断液の部

該当なし

一般試験法の部

(1) 新規制定

該当なし

(2) 一部改正

○ 外来性ウイルス否定試験法

(2) 動物用生物学的製剤検定基準の一部改正

21.7.1 農林水産省告示第862号

ワクチンの部

(1) 新規制定

○ 豚サーコウイルス（２型）感染症（１型－２型キメラ）（デキストリン誘導体アジュバン
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ト加）不活化ワクチン

(2) 一部改正

① 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病２価・牛パラインフルエンザ・牛ＲＳウ

イルス感染症混合（アジュバント加）不活化ワクチン

② 牛ロタウイルス感染症３価・牛コロナウイルス感染症・牛大腸菌性下痢症（K99 精製線

毛抗原）混合（アジュバント加）不活化ワクチン

③ 豚ボルデテラ感染症精製・豚パスツレラ症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

④ ロイコチトゾーン病（油性アジュバント加）不活化ワクチン（組換え型）

⑤ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏サルモネラ症（サルモネラ・エンテリテ

ィディス）混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

⑥ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・２・５型、組換え型毒素）感染症・マ

イコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症混合（アジュバント加）不活化ワクチン

診断液の部

該当なし

21.11.12 農林水産省告示第1570号

ワクチンの部

(1) 新規制定

○ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症２価・猫汎白血球減少症混合ワクチン

(2) 一部改正

① マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（カルボキシビニルポリマーアジュバント

加）不活化ワクチン

② 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・２・５型）感染症・豚丹毒混合（油性

アジュバント加）不活化ワクチン

③ 鶏伝染性ファブリキウス嚢病（抗血清加）生ワクチン

④ イリドウイルス感染症不活化ワクチン

診断液の部

該当なし

22.1.15 農林水産省告示第142号

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部

該当なし

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定

○ 牛クロストリジウム・ボツリヌス（C・D 型）感染症（アジュバント加）トキソイド（シ

ード）

(2) 一部改正

該当なし

診断液の部

該当なし

22.3.3 農林水産省告示第395号

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部
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(1) 新規制定

① 牛コロナウイルス感染症（アジュバント加）不活化ワクチン

② 豚増殖性腸炎生ワクチン

③ 豚インフルエンザ・豚丹毒混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

④ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症３価・猫汎白血球減少症・猫白血病（組

換え型）混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

(2) 一部改正

① ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性ファブリキウス嚢病・トリレオウ

イルス感染症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

② ぶりα溶血性レンサ球菌症不活化ワクチン（注射型）

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定

○ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合生ワクチン（シード）

(2) 一部改正

該当なし

診断液の部

該当なし

(3) 「動物用医薬品の検定手数料並びに試験品及び出願者の保存用品として抜き取らせるべき数量を定

める等の件」の一部改正について

21.7.1 農林水産省告示第863号

ワクチンの部

(1) 新規制定

○ 豚サーコウイルス（２型）感染症（１型－２型キメラ）（デキストリン誘導体アジュバン

ト加）不活化ワクチン

(2) 一部改正

① マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（アジュバント加）不活化ワクチン

② マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（油性アジュバント加）不活化ワクチン

③ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・２・５型、組換え型毒素）感染症・マ

イコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症混合（アジュバント加）不活化ワクチン

診断液の部

該当なし

21.11.12 農林水産省告示第1571号

ワクチンの部

(1) 新規制定

○ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症２価・猫汎白血球減少症混合ワクチン

(2) 一部改正

○ 豚ボルデテラ感染症精製（油性アジュバント加）不活化ワクチン

診断液の部

該当なし
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22.1.15 農林水産省告示第143号

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部

該当なし

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定

○ 牛クロストリジウム・ボツリヌス（C・D 型）感染症（アジュバント加）トキソイド（シ

ード）

(2) 一部改正

該当なし

診断液の部

該当なし

22.3.3 農林水産省告示第396号

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部

(1) 新規制定

① 牛コロナウイルス感染症（アジュバント加）不活化ワクチン

② 豚増殖性腸炎生ワクチン

③ 豚インフルエンザ・豚丹毒混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

④ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症３価・猫汎白血球減少症・猫白血病（組

換え型）混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

(2) 一部改正

該当なし

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定

○ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合生ワクチン（シード）

(2) 一部改正

該当なし

診断液の部

該当なし

(4) 「薬事法第 43 条第１項の規定に基づき、農林水産大臣の指定する医薬品を定める等の件」の一部

改正について

21.7.1 農林水産省告示第864号

(46)を(50)とし、(6)から(45)までを四ずつ繰り下げ、(5)の次に次のように加える。

(6)豚丹毒（油性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

(7)マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（アジュバント加）不活化ワクチン（シー

ド）

(8)マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（油性アジュバント加）不活化ワクチン（シ

ード）

(9)マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症生ワクチン（シード）

21.11.12 農林水産省告示第1572号
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(50)を(59)とし、(9)から(49)までを九ずつ繰り下げ、(8)を(15)とし、(15)の次に次のよう

に加える。

(16)鶏サルモネラ症（サルモネラ・エンテリティディス）（油性アジュバント加）不活化ワ

クチン（シード）

(17)鶏伝染性コリーザ（A・C 型）（アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

(7)を(14)とし、(6)を(7)とし、(7)の次に次のように加える。

(8)豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（２型）感染症（アジュバント加）不活化ワ

クチン（シード）

(9)豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（２・５型）感染症（アジュバント加）不活

化ワクチン（シード）

(10)豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・２・５型）感染症（アジュバント加）

不活化ワクチン（シード）

(11)豚大腸菌性下痢症（K88 保有全菌体・K99 保有全菌体）（アジュバント加）不活化ワク

チン（シード）

(12)豚ボルデテラ感染症（アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

(13)豚ボルデテラ感染症精製（油性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

(5)の次に次のように加える

(6)牛ヒストフィルス・ソムニ（ヘモフィルス・ソムナム）感染症（アジュバント加）不活

化ワクチン（シード）

22.3.3 農林水産省告示第397号

(59)を(66)とし、(16)から(58)までを七ずつ繰り下げ、(15)の次に次のように加える。

(16)トリニューモウイルス感染症生ワクチン（シード）

(17)鶏伝染性気管支炎生ワクチン（シード）

(18)鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（シード）

(19)鶏貧血ウイルス感染症生ワクチン（シード）

(20)マレック病（七面鳥ヘルペスウイルス）生ワクチン（シード）

(21)マレック病（マレック病ウイルス１型）凍結生ワクチン（シード）

(22)マレック病（マレック病ウイルス２型・七面鳥ヘルペスウイルス）凍結生ワクチン（シ

ード）

(5) 「動物用生物学的製剤の取扱いに関する省令第５条の規定に基づき、農林水産大臣の指定する生物

学的製剤を定める件」の一部改正について

22.3.3 農林水産省告示第398号

第 14 号の次に次の３号を加える

15 鶏伝染性気管支炎生ワクチン（シード）

16 鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（ひな用）（シード）

17 ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合生ワクチン（シード）

(6) 動物用抗生物質医薬品基準の一部改正

22.3.3 農林水産省告示第399号

第２号中（19）の次に次のように加える
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(20)ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合生ワクチン（シード）

(7) 動物用抗生物質医薬品基準の一部改正

21.8.5 農林水産省告示第1517号

(1) 新規制定

○ ミロサマイシン注射液

(2) 一部改正

該当なし

(8)「薬事法関係事務の取扱いについて」別表２（動物用医薬品の検定に関する標準処理期間）の一部

改正

21.7.1 21消安第1052号 農林水産省消費・安全局長通知

ワクチンの部

(1) 新規制定

○ 豚サーコウイルス（２型）感染症（１型－２型キメラ）（デキストリン誘導体アジュバン

ト加）不活化ワクチン

(2) 一部改正

該当なし

診断液の部

該当なし

21.11.12 21消安第6455号 農林水産省消費・安全局長通知

ワクチンの部

(1) 新規制定

○ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症２価・猫汎白血球減少症混合ワクチン

(2) 一部改正

該当なし

診断液の部

該当なし

22.1.15 21消安第10192号 農林水産省消費・安全局長通知

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部

該当なし

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定

○ 牛クロストリジウム・ボツリヌス（C・D 型）感染症（アジュバント加）トキソイド（シ

ード）

(2) 一部改正

該当なし

診断液の部

該当なし

22.3.3 21消安第11786号 農林水産省消費・安全局長通知

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部
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(1) 新規制定

① 牛コロナウイルス感染症（アジュバント加）不活化ワクチン

② 豚増殖性腸炎生ワクチン

③ 豚インフルエンザ・豚丹毒混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

④ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症３価・猫汎白血球減少症・猫白血病（組

換え型）混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

(2) 一部改正

該当なし

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定

○ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合生ワクチン（シード）

(2) 一部改正

該当なし

診断液の部

該当なし

(9) 動物医薬品検査所標準製剤等配布規程の一部改正

21.11.12 農林水産省告示第1573号

別表中

ニューカッスル病診断用赤血球凝集抗原参照抗原及び参照陽性血清 を

参照ニューカッスル病診断用赤血球凝集抗原用抗原及び陽性血清

参照鶏伝染性コリーザ（A 型）赤血球凝集抗原用陽性血清

参照鶏伝染性コリーザ（C 型）赤血球凝集抗原用陽性血清 に改める。

(10) 動物医薬品検査所依頼試験検査規程の一部改正

該当なし
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２ 平成21年度標準製剤等の配布

標 準 製 剤 等 20 年度 21 年度

毒菌株等
豚丹毒菌藤沢株 1 0
抗豚コレラウイルスGPE

－
モノクローナル抗体 1 1

参照狂犬病組織培養不活化ワクチン 120 20
参照ニューカッスル病診断用赤血球凝集抗原用抗原及び陽 0 5

性血清

参照鶏伝染性コリーザ（Ａ型）赤血球凝集抗原用陽性血清 0 10
参照鶏伝染性コリーザ（Ｃ型）赤血球凝集抗原用陽性血清 0 10

小 計 7 46

抗生物質検定用試験菌株 4 4

常用標準品
常用標準アモキシシリン 4 3
常用標準アンピシリン 7 6
常用標準エリスロマイシン 7 2
常用標準オキシテトラサイクリン 14 15
常用標準カナマイシン 1 4
常用標準クロルテトラサイクリン 7 6
常用標準ゲンタマイシン 1 0
常用標準コリスチン 1 3
常用標準酢酸イソ吉草酸タイロシン 7 3
常用標準ジクロキサシリン 0 1
常用標準ジヒドロストレプトマイシン 7 8
常用標準ストレプトマイシン 3 3
常用標準セファゾリン 2 5
常用標準セファピリン 0 1
常用標準セファレキシン 0 1
常用標準セフチオフル 0 1
常用標準セフロキシム 0 1
常用標準タイロシン 3 5
常用標準チアムリン 5 6
常用標準チオストレプトン 0 1
常用標準チルミコシン 2 0
常用標準テルデカマイシン 1 0
常用標準ドキシサイクリン 1 1
常用標準ナイスタチン 0 1
常用標準ナフシリン 0 1
常用標準フラジオマイシン 5 4
常用標準ペニシリン 9 6
常用標準ホスホマイシン 1 1
常用標準ミロサマイシン 6 2
常用標準メシリナム 2 3
常用標準リンコマイシン 11 0

小 計 84 94

合 計 233 145
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３ 平成21年度検定申請受付及び合格数量

合格 不合格 単
製 剤 名 合格量 不合格量

件数 件数 位

血 清

・破傷風抗毒素 0 0.0 0 0.0 mL

・乾燥犬プラズマ 0 0.0 0 0.0 mL

小 計 0 0

ワクチン

・アカバネ病生ワクチン 3 250,665.0 0 0.0 dose

・イバラキ病生ワクチン 1 179,450.0 0 0.0 dose

・牛ＲＳウイルス感染症生ワクチン 1 16,570.0 0 0.0 dose

・牛コロナウイルス感染症（油性アジュバント加）不活化ワクチン 1 40,720.0 0 0.0 mL

・牛伝染性鼻気管炎生ワクチン 2 194,630.0 0 0.0 dose

・牛流行熱（アジュバント加）不活化ワクチン 1 46,020.0 0 0.0 mL

・牛流行熱・イバラキ病混合（アジュバント加）不活化ワクチン 1 142,640.0 0 0.0 mL

・アカバネ病・チュウザン病・アイノウイルス感染症混合（アジュバント加）不活 4 1,125,720.0 0 0.0 mL
化ワクチン

・牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病・牛パラインフルエンザ混合 1 8,070.0 0 0.0 dose
生ワクチン

・牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病２価・牛パラインフルエンザ・ 5 1,580,060.0 0 0.0 mL
牛ＲＳウイルス感染症混合（アジュバント加）不活化ワクチン

・牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病・牛パラインフルエンザ・牛Ｒ 7 883,425.0 0 0.0 dose
Ｓウイルス感染症・牛アデノウイルス感染症混合生ワクチン

・牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病２価・牛パラインフルエンザ・ 2 215,965.0 0 0.0 dose
牛ＲＳウイルス感染症・牛アデノウイルス感染症混合ワクチン

・牛大腸菌性下痢症（Ｋ９９保有全菌体・ＦＹ保有全菌体・31Ａ保有全菌体・Ｏ 2 272,300.0 0 0.0 mL
７８全菌体）（アジュバント加）不活化ワクチン

・牛ヒストフィルス・ソムニ（ヘモフィルス・ソムナス）感染症（アジュバント加）不活 3 511,980.0 0 0.0 mL
化ワクチン

・炭疽生ワクチン 1 179,250.0 0 0.0 dose

・マンヘミア・ヘモリチカ（１型）感染症不活化ワクチン（油性アジュバント加溶 5 595,540.0 0 0.0 mL
解用液）

・ヒストフィルス・ソムニ（ヘモフィルス・ソムナス）感染症・パスツレラ・ムルトシダ 1 86,280.0 0 0.0 mL
感染症・マンヘミア・ヘモリチカ感染症混合（アジュバント加）不活化ワクチン
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合格 不合格 単
製 剤 名 合格量 不合格量

件数 件数 位

・破傷風（アジュバント加）トキソイド 1 22,200.0 0 0.0 mL

・牛クロストリジウム感染症３種混合（アジュバント加）トキソイド 4 675,100.0 0 0.0 mL

・牛クロストリジウム感染症５種混合（アジュバント加）トキソイド 2 208,740.0 0 0.0 mL

・牛ロタウイルス感染症３価・牛コロナウイルス感染症・牛大腸菌性下痢症（Ｋ９ 2 171,250.0 0 0.0 mL
９精製線毛抗原）混合（アジュバント加）不活化ワクチン

・馬インフルエンザ不活化ワクチン 4 88,922.0 0 0.0 mL

・馬ウイルス性動脈炎不活化ワクチン（アジュバント加溶解用液） 1 3,025.0 0 0.0 mL

・馬鼻肺炎（アジュバント加）不活化ワクチン 1 72,185.0 0 0.0 mL

・馬ロタウイルス感染症（アジュバント加）不活化ワクチン 1 19,200.0 0 0.0 mL

・馬インフルエンザ・日本脳炎・破傷風混合（アジュバント加）不活化ワクチン 2 24,354.0 0 0.0 mL

・馬インフルエンザ・日本脳炎不活化・破傷風トキソイド混合（アジュバント加） 1 39,101.0 0 0.0 mL
ワクチン

・豚コレラ生ワクチン 2 1,002,000.0 0 0.0 dose

・日本脳炎生ワクチン 2 410,140.0 0 0.0 dose

・日本脳炎不活化ワクチン 3 540,140.0 0 0.0 mL

・日本脳炎（アジュバント加）不活化ワクチン 2 620,780.0 0 0.0 mL

・豚インフルエンザ（アジュバント加）不活化ワクチン 1 660,400.0 0 0.0 mL

・豚オーエスキー病（ｇＩ－、ｔｋ＋）生ワクチン 1 402,120.0 0 0.0 dose

・豚オーエスキー病（ｇＩ－、ｔｋ＋）生ワクチン（アジュバント加溶解用液） 4 1,526,430.0 0 0.0 dose

・豚オーエスキー病（ｇＩ－、ｔｋ－）生ワクチン 8 5,215,170.0 0 0.0 dose

・豚オーエスキー病（ｇＩ－、ｔｋ－）生ワクチン（酢酸トコフェロールアジュバント 7 4,526,280.0 0 0.0 dose
加溶解用液）

・豚サーコウイルス（２型・組換え型）感染症（カルボキシビニルポリマーアジュ 7 9,632,700.0 0 0.0 mL
バント加）不活化ワクチン

・豚サーコウイルス（２型・組換え型）感染症（酢酸トコフェロール・油性アジュバ 1 3,986,800.0 3 3、980、600.0 mL
ント加）不活化ワクチン

・豚サーコウイルス（２型）感染症不活化ワクチン（油性アジュバント加懸濁用 4 858,200.0 0 0.0 mL
液）

・豚伝染性胃腸炎生ワクチン（母豚用） 2 317,310.0 0 0.0 dose

・豚伝染性胃腸炎濃縮生ワクチン（母豚用） 1 14,720.0 0 0.0 dose
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合格 不合格 単
製 剤 名 合格量 不合格量

件数 件数 位

・豚伝染性胃腸炎（アジュバント加）不活化ワクチン 1 26,410.0 0 0.0 mL

・豚パルボウイルス感染症生ワクチン 2 112,620.0 0 0.0 dose

・豚パルボウイルス感染症不活化ワクチン 3 930,560.0 0 0.0 mL

・豚パルボウイルス感染症（油性アジュバント加）不活化ワクチン 1 129,160.0 0 0.0 mL

・豚繁殖・呼吸障害症候群生ワクチン 8 3,031,240.0 0 0.0 dose

・日本脳炎・豚パルボウイルス感染症混合生ワクチン 2 526,420.0 0 0.0 dose

・豚伝染性胃腸炎・豚流行性下痢混合生ワクチン 4 460,395.0 0 0.0 dose

・日本脳炎・豚パルボウイルス感染症・豚ゲタウイルス感染症混合生ワクチン 1 324,800.0 0 0.0 dose

・豚丹毒生ワクチン 16 6,692,420.0 0 0.0 dose

・豚丹毒（アジュバント加）不活化ワクチン 5 3,164,320.0 0 0.0 mL

・豚丹毒（酢酸トコフェロールアジュバント加）不活化ワクチン 3 3,041,200.0 0 0.0 mL

・豚アクチノバシラスプルロニューモニエ（２型）感染症（アジュバント加）不活 1 513,300.0 0 0.0 mL
化ワクチン

・豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（２・５型）感染症（アジュバント加）不 3 2,347,300.0 △ 1 772、500.0 mL
活化ワクチン

・豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・２・５型）感染症（アジュバント加） 1 773,000.0 0 0.0 mL
不活化ワクチン

・豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・２・５型）感染症（油性アジュバン 5 3,424,700.0 0 0.0 mL
ト加）不活化ワクチン

・豚アクチノバシラス・プルロニーモニエ感染症（１型部分精製・２型毒素・５型 15 14,708,900.0 0 0.0 mL
毒素）（酢酸トコフェロールアジュバント加）不活化ワクチン

・豚大腸菌性下痢症（Ｋ８８保有全菌体・Ｋ９９保有全菌体）（アジュバント加） 1 63,420.0 0 0.0 mL
不活化ワクチン

・豚大腸菌性下痢症（Ｋ８８ａｂ・Ｋ８８ａｃ・Ｋ９９・９８７Ｐ保有全菌体）（アジュバン 1 404,680.0 0 0.0 mL
ト加）不活化ワクチン

・豚ボルデテラ感染症精製（油性アジュバント加）不活化ワクチン 1 14,155.0 0 0.0 mL

・ヘモフィルス・パラスイス（２・５型）感染症（アジュバント加）不活化ワクチン 2 775,040.0 0 0.0 mL

・マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（アジュバント加）不活化ワクチン 3 1,894,000.0 0 0.0 mL

・マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（油性アジュバント加）不活化ワク 2 3,607,600.0 0 0.0 mL
チン

・豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・２・５型）感染症・豚丹毒混合（油 4 996,700.0 0 0.0 mL
性アジュバント加）不活化ワクチン
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合格 不合格 単
製 剤 名 合格量 不合格量

件数 件数 位

・豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・２・５型、組換え型毒素）感染症・ 3 3,037,800.0 0 0.0 mL
マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染混合（アジュバント加）不活化ワクチ

ン

・豚ストレプトコッカス・スイス(２型）感染症(酢酸トコフェロールアジュバント加） 5 1,223,100.0 0 0.0 mL
不活化ワクチン

・豚ボルデテラ感染症・豚パスツレラ症混合（アジュバント加）不活化ワクチン 1 202,260.0 0 0.0 mL

・豚ボルデテラ感染症精製（アフィニティクロマトグラフィー部分精製）・豚パス 3 89,620.0 0 0.0 mL
ツレラ症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

・豚ボルデテラ感染症・豚パスツレラ症混合（油性アジュバント加）不活化ワク 1 25,550.0 0 0.0 mL
チン

・パスツレラ・ムルトシダ（アジュバント加）トキソイド 1 432,750.0 0 0.0 mL

・ボルデテラ・ブロンキセプチカ・パスツレラ・ムルトシダ混合（アジュバント加）ト 3 1,239,140.0 0 0.0 mL
キソイド

・豚大腸菌性下痢症不活化・クロストリジウム・パーフリンゲンストキソイド混合 4 953,300.0 0 0.0 mL
（アジュバント加）ワクチン

・豚ボルデテラ感染症不活化・パスツレラ・ムルトシダトキソイド混合（アジュバ 1 701,350.0 0 0.0 mL
ント加）ワクチン

・豚ボルデテラ感染症不活化・パスツレラ・ムルトシダトキソイド混合（油性アジ 2 598,000.0 0 0.0 mL
ュバント加）ワクチン

・豚ボルデテラ感染症・豚パスツレラ症（全菌体・部分精製トキソイド）混合（油 1 239,900.0 0 0.0 mL
性アジュバント加）不活化ワクチン

・豚ボルデテラ感染症不活化・パスツレラ・ムルトシダトキソイド・豚丹毒不活化 2 968,050.0 0 0.0 mL
混合（アジュバント加）ワクチン

・豚ボルデテラ感染症・豚パスツレラ症（粗精製トキソイド）・マイコプラズマ・ハ 4 2,983,200.0 0 0.0 mL
イオニューモニエ感染症混合（アジュバント加）不活化ワクチン

・豚インフルエンザ・豚パスツレラ症･マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染 3 1,686,700.0 0 0.0 mL
症混合（アジュバント加）不活化ワクチン

・鶏痘生ワクチン 12 212,762,000.0 0 0.0 dose

・産卵低下症候群－１９７６（アジュバント加）不活化ワクチン 1 467,750.0 0 0.0 mL

・産卵低下症候群－１９７６（油性アジュバント加）不活化ワクチン 7 7,683,000.0 0 0.0 mL

・鳥インフルエンザ（油性アジュバント加）不活化ワクチン 2 1,480,000.0 0 0.0 mL

・トリニューモウイルス感染症生ワクチン 6 159,400,000.0 0 0.0 dose

・トリレオウイルス感染症生ワクチン 2 950,000.0 0 0.0 dose

・トリレオウイルス感染症（油性アジュバント加）不活化ワクチン 1 338,000.0 0 0.0 mL
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合格 不合格 単
製 剤 名 合格量 不合格量

件数 件数 位

・ニューカッスル病生ワクチン 17 1,147,812,000.0 0 0.0 dose

・ニューカッスル病（油性アジュバント加）不活化ワクチン 1 1,354,500.0 0 0.0 dose

・鶏伝染性気管支炎生ワクチン 31 865,562,000.0 0 0.0 dose

・鶏伝染性喉頭気管炎生ワクチン 9 88,513,500.0 0 0.0 dose

・鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（大ひな用） 3 63,454,000.0 0 0.0 dose

・鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（ひな用） 20 633,326,000.0 0 0.0 dose

・鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（ひな用中等毒） 5 25,360,000.0 0 0.0 dose

・鶏脳脊髄炎生ワクチン 6 50,636,260.0 0 0.0 dose

・鶏貧血ウイルス感染症生ワクチン 1 5,340,000.0 0 0.0 dose

・マレック病（七面鳥ヘルペスウイルス）生ワクチン 13 223,190,000.0 0 0.0 dose

・マレック病（マレック病ウイルス１型）凍結生ワクチン 17 288,355,000.0 0 0.0 dose

・マレック病（マレック病ウイルス１型・七面鳥ヘルペスウイルス）凍結生ワクチン 1 14,850,000.0 0 0.0 dose

・マレック病（マレック病ウイルス２型・七面鳥ヘルペスウイルス）凍結生ワクチン 21 235,883,000.0 0 0.0 dose

・ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合生ワクチン 20 518,243,000.0 0 0.0 dose

・ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合（油性アジュバント加）不活化ワク 2 2,382,000.0 0 0.0 mL
チン

・ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価混合（油性アジュバント加）不活化 2 3,296,000.0 0 0.0 mL
ワクチン

・鶏脳脊髄炎・鶏痘混合生ワクチン 1 7,910,000.0 0 0.0 mL

・ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・産卵低下症候群－１９７６混合（油性 3 2,786,300.0 0 0.0 mL
アジュバント加）不活化ワクチン

・ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・産卵低下症候群－１９７６混合 1 1,507,000.0 0 0.0 mL
（油性アジュバント加）不活化ワクチン

・ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・産卵低下症候群－１９７６・トリニュー 2 249,000.0 0 0.0 mL
モウイルス感染症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

・ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・産卵低下症候群－１９７６・トリニ 2 1,724,000.0 0 0.0 mL
ューモウイルス感染症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

・ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性ファブリキウス嚢病・トリ 1 487,000.0 0 0.0 mL
ニューモウイルス感染症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

・ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性ファブリキウス嚢病・トリ 1 1,986,000.0 0 0.0 mL
レオウイルス感染症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン
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合格 不合格 単
製 剤 名 合格量 不合格量

件数 件数 位

・鶏サルモネラ症（サルモネラ・エンテリティディス）（アジュバント加）不活化ワク 4 4,284,000.0 0 0.0 mL
チン

・鶏サルモネラ症（サルモネラ・エンテリティディス）（油性アジュバント加）不活 4 4,056,400.0 0 0.0 mL
化ワクチン

・鶏サルモネラ症（サルモネラ・エンテリティディス・サルモネラ・ティフィムリウ 1 860,500.0 0 0.0 mL
ム）（アジュバント加）不活化ワクチン

・鶏サルモネラ症（サルモネラ・エンテリティディス・サルモネラ・ティフィムリウ 5 14,464,000.0 0 0.0 mL
ム）（油性アジュバント加）不活化ワクチン

・鶏大腸菌症（Ｏ78全菌体破砕処理）（脂質アジュバント加）不活化ワクチン 2 1,089,690.0 0 0.0 mL

・鶏大腸菌症（組換え型Ｆ１１線毛抗原・ベロ細胞毒性抗原）（油性アジュバン 2 1,479,000.0 0 0.0 mL
ト加）不活化ワクチン

・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）（アジュバント加）不活化ワクチン 3 4,973,500.0 0 0.0 mL

・マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症凍結生ワクチン 3 28,706,000.0 0 0.0 dose

・マイコプラズマ・シノビエ感染症凍結生ワクチン 1 9,502,000.0 0 0.0 dose

・マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症（アジュバント加）不活化ワクチン 1 1,865,000.0 0 0.0 mL

・マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症（油性アジュバント加）不活化ワクチン 6 2,800,500.0 0 0.0 mL

・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）・マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症混合（ア 2 879,500.0 0 0.0 mL
ジュパント・油性アジュバント加）不活化ワクチン

・鶏コクシジウム感染症（ネカトリックス）生ワクチン 2 6,910,000.0 0 0.0 dose

・ロイコチトゾーン病（油性アジュバント加）ワクチン（組換え型） 1 242,250.0 0 0.0 dose

・鶏コクシジウム感染症（アセルブリナ・テネラ・マキシマ）混合生ワクチン 3 50,731,000.0 0 0.0 dose

・鶏コクシジウム感染症（アセルブリナ・テネラ・マキシマ・ミチス）混合生ワクチ 3 26,560,000.0 0 0.0 dose
ン

・ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）液状混合 1 1,362,000.0 0 0.0 mL
（アジュバント加）不活化ワクチン

・ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型菌処理）混 1 1,636,500.0 0 0.0 mL
合（アジュバント加）不活化ワクチン

・ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合（油 2 4,170,500.0 0 0.0 mL
性アジュバント加）不活化ワクチン

・ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合 1 1,686,000.0 0 0.0 mL
（アジュバント加）不活化ワクチン

・ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合 1 2,982,000.0 0 0.0 mL
（油性アジュバント加）不活化ワクチン
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合格 不合格 単
製 剤 名 合格量 不合格量

件数 件数 位

・ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎３価・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合 1 1,597,000.0 0 0.0 mL
（油性アジュバント加）不活化ワクチン

・ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）・マイコプ 2 3,216,500.0 0 0.0 mL
ラズマ・ガリセプチカム感染症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

・ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）・マイ 1 1,989,000.0 0 0.0 mL
コプラズマ・ガリセプチカム感染症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

・ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・産卵低下症候群－１９７６・鶏伝 4 9,143,000.0 0 0.0 mL
染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）・マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症混合（油性ア

ジバント加）不活化ワクチン

・ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎３価・産卵低下症候群－１９７６・鶏伝 3 4,856,000.0 0 0.0 mL
染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）・マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症混合（油性ア

ジュバント加）不活化ワクチン

・イリドウイルス感染症不活化ワクチン 2 831,500.0 0 0.0 mL

・さけ科魚類ビブリオ病不活化ワクチン 2 5,346,500.0 0 0.0 mL

・ひらめβ溶血性レンサ球菌症不活化ワクチン 1 59,400.0 0 0.0 mL

・ぶりα溶血性レンサ球菌症不活化ワクチン（注射型） 2 937,650.0 0 0.0 mL

・ぶりα溶血性レンサ球菌症（酵素処理）不活化ワクチン 1 1,596,000.0 0 0.0 mL

・ぶりα溶血性レンサ球菌症・類結節症混合（油性アジュバント加）不活化ワク 1 444,250.0 0 0.0 mL
チン

・ぶりビブリオ病・α溶血性レンサ球菌症混合不活化ワクチン 2 537,400.0 0 0.0 mL

・イリドウイルス感染症・ぶりビブリオ病・α溶血性レンサ球菌症混合不活化ワ 3 2,002,400.0 0 0.0 mL
クチン

・犬パルボウイルス感染症生ワクチン 2 59,130.0 0 0.0 dose

・犬パルボウイルス感染症不活化ワクチン 1 31,200.0 0 0.0 mL

・狂犬病組織培養不活化ワクチン 18 5,244,090.0 0 0.0 mL

・ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症混合生ワクチン 1 31,530.0 0 0.0 dose

・ジステンパー・犬パルボウイルス感染症混合生ワクチン 1 84,390.0 0 0.0 dose

・ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・犬パルボウイルス感染症混合 1 29,640.0 0 0.0 dose
生ワクチン

・ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・犬パラインフルエンザ・パルボ 10 1,007,670.0 0 0.0 dose
ウイルス感染症混合生ワクチン

・ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・犬パラインフルエンザ・犬パル 5 408,340.0 0 0.0 dose
ボウイルス感染症・犬コロナウイルス感染症混合生ワクチン
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合格 不合格 単
製 剤 名 合格量 不合格量

件数 件数 位

・ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・犬パラインフルエンザ・犬パル 8 639,200.0 0 0.0 dose
ボウイルス感染症・犬コロナウイルス感染症混合ワクチン

・犬レプトスピラ病不活化ワクチン 1 10,640.0 0 0.0 mL

・ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・犬パラインフルエンザ・犬パル 8 284,040.0 0 0.0 dose
ボウイルス感染症・犬レプトスピラ病混合ワクチン

・ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・犬パラインフルエンザ・犬パル 3 163,690.0 0 0.0 dose
ボウイルス感染症・犬レプトスピラ病（カニコーラ・コペンハーゲニー・ヘブドマ

ディス）混合ワクチン

・ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・犬パラインフルエンザ・犬パル 11 1,055,220.0 1 67、130.0 dose
ボウイルス感染症・犬コロナウイルス感染症・犬レプトスピラ病混合ワクチン

・ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・犬パラインフルエンザ・犬パル 10 808,810.0 0 0.0 dose
ボウイルス感染症・犬コロナウイルス感染症・犬レプトスピラ病（カニコーラ・コ

ペンハーゲニー・ヘブドマディス）混合ワクチン

・猫白血病（アジュバント加）ワクチン（組換え型） 2 39,730.0 0 0.0 mL

・猫免疫不全ウイルス感染症（アジュバント加）不活化ワクチン 1 43,583.0 0 0.0 mL

・猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症・猫汎白血球減少症混合生 10 713,060.0 0 0.0 dose
ワクチン

・猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症・猫汎白血球減少症混合ワ 1 48,320.0 0 0.0 dose
クチン

・猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症・猫汎白血球減少症混合 3 407,745.0 0 0.0 mL
（油性アジュバント加）不活化ワクチン

・猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症・猫汎白血球減少症・猫白 4 170,430.0 0 0.0 mL
血病（組換え型）混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

・猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症・猫汎白血球減少症・猫白 2 297,020.0 0 0.0 mL
血病・猫クラミジア感染症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

・猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症３価・猫汎白血球減少症・猫 3 124,490.0 0 0.0 mL
白血病（組換え型）・猫クラミジア感染症混合（油性アジュバント加）不活化ワ

クチン

小 計 616 5
△ 1

診 断 液

・牛伝染性鼻気管炎診断用蛍光抗体 1 625.0 0 0.0 mL

・牛白血病診断用受身赤血球凝集反応抗原 2 236,800.0 0 0.0 検体

・牛白血病診断用酵素抗体反応キット 5 79,200.0 0 0.0 検体

・カンピロバクター病診断用菌液 1 500.0 0 0.0 mL
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合格 不合格 単
製 剤 名 合格量 不合格量

件数 件数 位

・カンピロバクター病診断用蛍光抗体 1 227.0 0 0.0 mL

・牛肺疫診断用補体結合反応抗原 1 160.0 0 0.0 mL

・炭疽診断用沈降反応血清 1 938.0 0 0.0 mL

・ツベルクリン 1 62,875.0 0 0.0 mL

・ブルセラ病診断用菌液 1 4,380.0 0 0.0 mL

・ブルセラ病診断用補体結合反応抗原 1 610.0 0 0.0 mL

・ヨーネ病診断用抗原固相化酵素抗体反応キット（不活化マイコバクテリウム・ 5 334,260.0 0 0.0 検体

フレイ菌可溶化たん白吸収剤）

・ヨーネ病診断用抗原固相化酵素抗体反応キット（予備的検出用） 2 449,655.0 0 0.0 検体

・アナプラズマ病診断用補体結合反応抗原 1 168.0 0 0.0 mL

・牛海綿状脳症診断用酵素抗体反応キット 6 514,800.0 0 0.0 検体

・牛海綿状脳症診断用酵素抗体反応キット（ワンステップ測定法） 8 951,552.0 0 0.0 検体

・牛海綿状脳症診断用酵素抗体反応キット（ワンポット前処理法） 8 317,184.0 0 0.0 検体

・馬伝染性貧血診断用沈降反応抗原 2 1,341.0 0 0.0 mL

・馬パラチフス診断用菌液 1 3,770.0 0 0.0 mL

・オーエスキー病ウイルス糖たん白ｇⅠ抗体識別用酵素抗体反応キット（抗原 4 257,388.0 0 0.0 検体

吸着・ペルオキシダーゼ標識抗体）

・オーエスキー病診断用酵素抗体反応キット（予備的検出用） 4 82,560.0 0 0.0 検体

・オーエスキー病診断用ラテックス凝集反応抗原 3 2,993.0 0 0.0 mL

・豚コレラ診断用蛍光抗体 1 2,500.0 0 0.0 検体

・豚コレラ診断用酵素抗体反応キット 2 39,600.0 0 0.0 検体

・精製鳥型ツベルクリン 1 1,960.0 0 0.0 検体

・トキソプラズマ病診断用蛍光抗体 1 400.0 0 0.0 検体

・Ａ型インフルエンザ診断用ラテックス標識抗体反応キット 2 8,980.0 0 0.0 検体

・鳥インフルエンザウイルスＡ型遺伝子検出用酵素抗体反応キット素抗体反 1 1,392.0 0 0.0 検体

応キット

・鳥インフルエンザウイルスＨ５亜型遺伝子検出用酵素抗体反応キットト 1 864.0 0 0.0 検体

・ひな白痢急速診断用菌液 1 10,620.0 0 0.0 mL

・犬エキノコックス症診断用ラテックス標識抗体反応キット 1 1,530.0 0 0.0 検体
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合格 不合格 単
製 剤 名 合格量 不合格量

件数 件数 位

小 計 70 0

合 計 686 4
△ 1

△：検定中止
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４ 平成21年度に新たに検定の対象となった医薬品

(1) 製造販売承認されたもの

No. 品 名 製造販売業者 承認年月日 備考

1 パルボテック メリアル・ジャパン株式会社 21. 4.30 外国＊

2 アビテクト IB ／ AK 財団法人 化学及血清療法研究所 21. 4.30

3 アビテクト IB ／ AK 1000 財団法人 化学及血清療法研究所 21. 4.30

4 ノビリス AE ＋ Pox 株式会社インターベット 21. 5.15 外国＊

5 ポールバック MD HVT ＋ SB-1 共立製薬株式会社 21. 6.15

6 AIV「北研」 学校法人 北里研究所 21. 7. 8

7 スバキシン PCV2 財団法人 化学及血清療法研究所 21.10.19 外国＊

8 スバキシン PCV2 FDAH フォートダッジ株式会社 21.10.19 外国＊

9 アビテクト NB ／ TM 財団法人 化学及血清療法研究所 21.10.21

10 ピュアバックス RCP メリアル・ジャパン株式会社 21.10.28 外国＊

11 バンガード プラス 5 ／ CV ファイザー株式会社 21.12. 1 外国＊

12 バンガード プラス 5 ／ CV-L ファイザー株式会社 21.12.15 外国＊

13 AI エリーザキット アイデックス ラボラトリーズ株式会社 21.12.18 外国＊

14 “京都微研 „ キャトルウィン-BO2 株式会社 微生物化学研究所 21.12.18

15 “京都微研 „ キャトルウィン BC 株式会社 微生物化学研究所 22. 1.15 SL ＊＊

16 アビテクト MD1 財団法人 化学及血清療法研究所 22. 1.20

17 “京都微研 „ フィライン-6 株式会社 微生物化学研究所 22. 1.22

18 ノルバックス PLV3 種 Oil 株式会社インターベット 22. 3.19 外国＊

19 フェロガード プラス３ 共立製薬株式会社 22. 3. 1 外国＊

20 フェロガード プラス３ FDAH フォートダッジ株式会社 22. 3. 1 外国＊

＊ ：認定外国製造業者による製造が承認されたもの
＊＊：再審査期間中のシードロット製剤

(2) シードロット製剤として製造販売承認（承認事項変更承認）されたもの（再審査が終了したもの）

No. 品 名 製造販売業者 承認年月日 備考

1 ポールバック コンビ 共立製薬株式会社 22. 3. 3 ※

※：非法定伝染病を対象とする成分については検定対象外（収去検査対象）

(3) 製造承認されたもの（平成17年３月31日までに申請され、承認されたもの）

該当なし

(4) 輸入承認されたもの（平成17年３月31日までに申請され、承認されたもの）

該当なし
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５ 平成21年度に新たに検定対象外となった生物学的製剤

(1) 国家検定対象外のシードロット製剤

No. 品 名 一般的名称 製造販売業者 承認年月日

1 ノビリス IB 4-91 鶏伝染性気管支炎生ワクチン（シード） 株式会社インターベット 22. 3. 3

2 ノビリス IB MA5・1000 鶏伝染性気管支炎生ワクチン（シード） 株式会社インターベット 22. 3. 3

3 ノビリス IB MA5・5000 鶏伝染性気管支炎生ワクチン（シード） 株式会社インターベット 22. 3. 3

4 ノビリス ガンボロ D78・1000 鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（ひな用）（シード） 株式会社インターベット 22. 3. 3

5 ノビリス ガンボロ D78・2500 鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（ひな用）（シード） 株式会社インターベット 22. 3. 3

6 ノビリス CAV P4 鶏貧血ウイルス感染症生ワクチン（シード） 株式会社インターベット 22. 3. 3

7 ノビリス MG 6 ／ 85 マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症生ワクチン(シード) 株式会社インターベット 21. 7. 1

8 豚 Hpn2 型ワクチン「北研」 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（２型）感染症（アジュバント加）不活化ワクチ 学校法人北里研究所 21.12.14

ン（シード）

9 豚 Hpn3 価ワクチン「北研」 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・２・５型）感染症（アジュバント加）不活 学校法人北里研究所 21.11.12

化ワクチン（シード）

10 AR-C ワクチン「北研」 豚ボルデテラ感染症（アジュバント加）不活化ワクチン（シード） 学校法人北里研究所 21.11.12

11 鶏伝染性コリーザ２価（Ａ・ 鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）（アジュバント加）不活化ワクチン（シード） 学校法人北里研究所 21.11.12

Ｃ型）ワクチン「北研」

12 鶏伝染性コリーザ２価ワクチ 鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）（アジュバント加）不活化ワクチン（シード） 学校法人北里研究所 21.11.12

ン「北研」

13 ポールバック IB H120 鶏伝染性気管支炎生ワクチン（シード） 共立製薬株式会社 22. 3. 3

14 ポールバック MD cvi マレック病（マレック病ウイルス１型）凍結生ワクチン（シード） 共立製薬株式会社 22. 3. 3

15 “京都微研、、ヘモフィルスワ 牛ヒストフィルス・ソムニ（ヘモフィルス・ソムナス）感染症（アジュバント加）不活化ワ 株式会社 微生物化学研究所 21.11.12

クチン-C クチン（シード）

16 “京都微研、、豚丹毒オイルワ 豚丹毒(油性アジュバント加)不活化ワクチン(シード) 株式会社 微生物化学研究所 21. 7. 1

クチン

17 “京都微研、、豚大腸菌ワクチ 豚大腸菌性下痢症（Ｋ８８保有全菌体・Ｋ９９保有全菌体）（アジュバント加）不活化ワクチ 株式会社 微生物化学研究所 21.11.12

ン ン（シード）

18 “京都微研、、ポールセーバー マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症生ワクチン(シード) 株式会社 微生物化学研究所 21. 7. 1
MG

19 “京都微研、、AR コンポーネ 豚ボルデテラ感染症精製（油性アジュバント加）不活化ワクチン（シード） 株式会社 微生物化学研究所 21.11.12

ントワクチン

20 レスピシュア マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症(油性アジュバント加)不活化ワクチン(シード) ファイザー株式会社 21. 7. 1
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No. 品 名 一般的名称 製造販売業者 承認年月日

21 レスピシュアワン マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症(油性アジュバント加)不活化ワクチン(シード) ファイザー株式会社 21. 7. 1

22 ハイオレスプ マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（アジュバント加）不活化ワクチン（シード） メリアル・ジャパン株式会社 21. 7. 1

23 ビニューバックス SE 鶏サルモネラ症（サルモネラ・エンテリティディス）（油性アジュバント加）不活化ワクチン メリアル・ジャパン株式会社 21.11.12

（シード）

(2) 診断液

No. 品 名 製造販売業者 承認年月日

1 抗体チェッカーＣＰＶ アドテック株式会社 22. 1. 6

６ 平成21年度検査命令による検査成績

(1) 動物用抗生物質製剤検査命令実施要領に基づく検査

検査結果
受付件数 備 考

適 不適

注射用セフォベシンナトリウム 0 0 0

タイロシン注射液 2 2 0

合 計 2 2 0

(2) 動物用血液型判定用抗体検査命令実施要領に基づく検査

検査結果
受付件数 備 考

適 不適

動物用血液型判定抗体 5 5 0

合 計 5 5 0

７ 平成21年度動物用医薬品の収去検査結果

(1) 一般医薬品（再審査中の品目含む、国及び県の薬事監視員による収去）

収去 検 査 結 果 備考
薬 効 群 別 分 類

件数 適合 不適合１） 要指導２）
（不適合理由等）

その他
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消化器官用薬 6 6

繁殖用薬 1 1

外用剤 1 1

代謝性用薬 4 3 1 １品目は判定せず

抗生物質以外の病原微生物及び内寄生虫用薬 14 9 5

防虫・殺虫剤 5 5

消毒剤 1 1

合 計 32 25 1 6

(2) 生物学的製剤（県の薬事監視員による収去）

収去 検 査 結 果
薬 効 群 別 分 類 不適合理由

件数 適合 不適合１） 要指導２）

検定対象外の体外診断薬 5 3 2

合 計 5 3 0 2

(3) 抗生物質製剤（国及び県の薬事監視員による収去）

収去 検 査 結 果
薬 効 群 別 分 類 不適合理由

件数 適合 不適合１） 要指導２）

アンピシリン散 1 1

エリスロマイシン油性乳房注入剤 1 1

リン酸タイロシン準散 1 1

硫酸ゲンタマイシン外用液 1 1

硫酸ジヒドロストレプトマイシン・ベンジル 1 1

ペニシリンプロカイン水性懸濁注射液

硫酸ジヒドロストレプトマイシン・ベンジル 1 1

ペニシリンプロカイン油性乳房注入剤

合 計 6 5 0 1

注）(1)～(3)共通

1) 不適合：薬事法第56条等の各条項に抵触するもの

2) 要指導：検査結果は適合（集計上は「適合」の外数）であるが、表示等の不備を伴うもの
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８ 平成21年度動物用医薬品依頼試験検査受付件数

(1) 一般依頼試験検査

製剤区分 受付件数 備 考

生物学的製剤 0

抗生物質製剤 0

合 計 0

(2) 同等性確認試験

製剤区分 受付件数 備 考

生物学的製剤 4

合 計 4

９ 平成21年度調査研究発表等

(1) 学術集会発表

発表学会・学術集会及び演題 氏 名

第147回日本獣医学会学術集会（H21.4.2）

2006年～2007年に豚から分離された Salmonella Choleraesuis の 浅井鉄夫、（下村力斗）、荻野智絵、

疫学解析 小澤真名緒、（澤田拓士）

鶏大腸菌症由来大腸菌血清群 O78株におけるフルオロキノロ 小澤真名緒、荻野智絵、浅井鉄夫

ン耐性の出現要因の検討

牛のCyp26D6エクソン１、エクソン３及びエクソン４におけ 小池好子、水野安晴、木島まゆみ、

る遺伝子多型に関する研究-家畜の薬物代謝における薬理遺 （長谷部浩行）、（阿部剛）、（小林
伝学の基礎的検討- 栄治）

鶏の豚丹毒菌病の診断を目的としたPCRスクリーニング法の （原田和記）、内山万利子、（星輝

検討 行）、高橋敏雄

動物用抗菌剤研究会第36回シンポジウム（H21.4.25）

家畜由来細菌のフルオロキノロン耐性機構 小澤真名緒

15th International Workshop on Campylobacter、 Helicobacter
and Related Organisms（H21.9.2）
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Nationwide monitoring of antimicrobial resistance in 小澤真名緒、馬場光太郎、浅井鉄

Campylobacter isolated from healthy food-producing animals in 夫

Japan (2004-2007)

第148回日本獣医学会学術集会 （H21.9.25 ～ 27）

猫内在性レトロウイルス（RD114ウイルス）のイヌへの感染 成嶋理恵、堀内雅之、嶋崎智章、

試験 長坂孝雄、（小川孝）、（笛吹達史）

細胞内エンロフロキサシン濃度が Salmonella enterica 臼井優、内山万利子、岩中麻里、

subspecies enterica serovar Choleraesuis におけるキノロン耐 永井英貴、浅井鉄夫、(山本芳美)

性と耐性獲得に与える影響

Mycoplasma synoviae のワクチン株及び野外株の遺伝子型別の （原田和記）、木島まゆみ、内山

検討 万利子、山本朋子、大石弘司、荒

尾恵、高橋敏雄、（澤田拓士）

ウシのCyp2D6の*3 及び*6 関連部位における遺伝子多型に関 浜本好子（小池好子）、水野安晴、

する研究－家畜の薬物代謝における薬理遺伝学の基礎的検 木島まゆみ、(長谷部浩行)、(阿

討－ 部剛)、（小林栄治）

2004～2007年にブロイラー農場から分離された Salmonella 浅井鉄夫、小澤真名緒、馬場光太

infantis の薬剤感受性 郎

Actinobacillus pleuropneumoniae 血清型 2 型及び 5 型の PFGE 守岡綾子、鈴木祥子、内山万利子、

解析 浅井鉄夫

平成21年度 日本魚病学会大会 （H21.9.28 ～ 29）

ビブリオワクチン接種により誘起されるブリの免疫マーカー 青木奈緒、木島まゆみ、(加藤豪

の探索 司)、(二見邦彦)、(片桐孝之)、(廣

野育夫)、(延東真)、(舞田正志）

近年流行しているアンピシリン耐性類結節症株の性状解析 木島まゆみ、青木奈緒、（吉田照

豊）、（山下亜純）、（福田穣）、（平

江多績）

第98回日本食品衛生学会 (H21.10.8)

LC/MS/MS による畜水産物中のカナマイシンの残留分析法 浜本好子（小池好子）、水野安晴、

（関谷辰朗）

The 4th congress of Asian pig veterinary society(H21.10.26-28）

Epidemiological characterization of Salmonella enterica Tetsuo Asai、(Rikito Shimomura)、

Choleraesuis isolates from diseased pigs in Japan between 2001 Manao Ozawa、 (Takuo Sawada)
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and 2007. and Toshio Takahashi

日米会議(UJNR）第44回家畜家禽疾病専門部会日米合同会議
（H21.12.2）

Comparizon of mouse body weight decreasing test and limulus 臼井優

amebocyte lysate test for detecting endotoxin in veterinary

gram-negative bacteriarl vaccine.

Effecacy of infectious bronchitis virus vaccine against Japanese 嶋﨑洋子

field isolates of homologous and heterologous genotypes.

平成21年度日本獣医師会学会年次大会 （H22.1.29 ～ 30）

Erysipelothrix属菌の分類再編と病因論 高橋敏雄、内山万利子、小佐々隆

志

猫内在性レトロウイルス（RD114ウイルス）のイヌへの感染 成嶋理恵、中村成幸、（小川孝）、

試験 （嶋崎智章）、（笛吹達史）

猫用３種混合生ワクチンからの感染性RD114ウイルスの検出 中村成幸、成嶋理恵、（嶋崎智章）、

（小川孝）、（笛吹達史）、高橋敏

雄

第149回日本獣医学会学術集会（H22.3.26 ～ 28）

「薬剤耐性菌の現状と抗菌薬の適正使用に向けて」 浅井鉄夫

家畜における薬剤耐性菌の現状（微生物分科会ならびに臨床
分科会共同開催シンポジウム）

鶏大腸菌症由来大腸菌に対する各種フルオロキノロン剤の臨 小澤真名緒、馬場光太郎、清水裕

床効果の考察 仁、浅井鉄夫

細胞病原性牛ウイルス性下痢ウイルスNose株に含まれる非細 （青木博史）、小佐々隆志、中村

胞病原性準種の遺伝子構造解析 成幸、（福所秋雄）

注：氏名欄（ ）は所外機関所属者

(2) 誌上発表（学術研究報告）

発表題名及び発表誌 氏 名

獣医療分野における抗菌剤の使用と食用動物由来大腸菌の薬剤 原田和記

耐性との関連性に関する研究

動薬検年報 45.1-11, 2008

RT-PCRを用いた牛ウイルス性下痢ウイルス（BVDV）ネガティ （嶋崎智章）、（高橋周子）、（青木

ブセンスRNAの検出による牛用ウイルス生ワクチン中に迷入す 博史）、鈴木祥子、（福所秋雄）

る活性BVDVの検証
家畜衛生学雑誌 35, 41-46, 2009

73



Erysipelothrix属菌の分類再編と病因論 高橋敏雄、内山万利子、小佐々隆

家畜衛生学雑誌 35, 77-89, 2009 志

家畜由来サルモネラの薬剤耐性 浅井鉄夫

家畜衛生学雑誌 35, 117-121, 2009

Mutation in GyrA and ParC in fluoroquinolone-resitant Mannheimia 小澤真名緒、浅井鉄夫、鮫島俊哉

haemolytica isolates from cattle in Japan

J. Vet. Med. Sci. 71(4), 493-494, 2009

Genetic analysis of the S1 gene of 4/91 type infectious bronchitis 嶋﨑洋子、渡辺有美、原田麻希子、

virus isolated in Japan. （関慶久）、(黒田順史）、（福田昌

J. Vet. Med. Sci. 71(5), 583-588, 2009 治）、（本多英一）、鈴木祥子、中

村成幸

Etiological and biological characteristics of Erysipelothrix 小澤真名緒、山本欣也、小島明美、

rhusiopathiae isolated between 1994 and 2001 from pigs with swine （高木昌美）、高橋敏雄

erysipelas in Japan.

J. Vet. Med. Sci. 71(6), 697-702, 2009

National monitoring for antimicrobial resistance among indicator Akemi Kojima, Tetsuo Asai,

bacteria isolated from food-producing animals in Japan (Kanako Ishihara), Ayako Morioka,

J. Vet. Med. Sci. 71(10), 1301-1308, 2009 (Keiko Akimoto),

(YasushiSugimoto),

(Tuyoshi Sato), (Yutaka Tamura),

Toshio Takahashi

Conjugative transposition of Tn916 and detection of Tn916-like Manao Ozawa, Kinya Yamamoto,

transposon in Erysipelothrix rhusiopahiae Akemi Kojima, (Masami Takagi),

J. Vet. Med. Sci. 71(11), 1537-1540, 2009 Toshio Takahashi

National surveillance of Salmonella enterica in food-producing (Kanako Ishihara),

animals in Japan. Toshio Takahashi,

Acta Veterinary Scandinavica. 71(6), 697-702, 2009 Ayako Morioka, Akemi Kojima,

Mayumi Kijima, Tetsuo Asai,

(Yutaka Tamura)

Molecular typing of Japanese field isolates and live commercial (Kazuki Harada),

vaccine strain of Mycoplasma synoviae using improved pulsed-field Mayumi Kijima-Tanaka,

gel electrophoresis and vlhA gene sequencing. Mariko Uchiyama,

Avian Disease 53(4), 538-543, 2009 (Tomoko Yamamoto), Koji Oishi,

Megumi Arao, Toshio Takahashi

Intercellular concentration of enrofloxacin in quinolone-resistant Masaru Usui, Mariko Uchiyama,
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Salmonella enterica subspecies enterica serovar Choleraesuis (Mari Iwanaka), Hidetaka Nagai,

International Journal of Antimicrobial Agents 34(6), 592-595, 2009 (Yoshimi Yamamoto), Tetsuo Asai

Control and monitoring of antimicrobial resistance in bacteria in (Katsuaki Sugiura), Tetsuo Asai,

food-producing animals in Japan. (Masami Takagi),

Veterinaria italiana 45, 305-315, 2009 (Takashi Onodera)

Molecular typing and antimicrobial resistance of Salmonella enterica Tetsuo Asai,

subspecies enterica serovar Choleraesuis isolates from diseased pigs (Takanori Namimatsu),

in Japan. (Takayuki Osumi), Akemi Kojima,

Comparative Immunology Microbiology and Infectious Disease (Kazuki Harada), (Hiroshi Aoki),

33, 109-119, 2010 (Toshiya Sameshima),

Toshio Takahashi

Classification and antimicrobial susceptibilities of Enterococcus Akemi Kojima, Ayako Morioka,

species isolated from apparently healthy food-producing animals in Mayumi Kijima, (Kanako Ishihara),

Japan. Tetsuo Asai, (Tomohiko Fujisawa),

Zoonoses and Public Health 57, 137-141, 2010 (Yutaka Tamura),

Takahashi Toshio

注：氏名欄（ ）は所外機関所属者

10 平成21年度技術研修

期間 氏名 所属 研修・見学内容

21.6.2～3 検査担当者 都道府県検査担当者 平成21年度動物用医薬品危機管理対策

又は 6.2～4 に関する薬剤耐性菌の発現状況検査研

修会(前期）

21.6.9～10 検査担当者 都道府県検査担当者 平成21度動物用医薬品危機管理対策に

又は 6.9～11 関する薬剤耐性菌の発現状況検査研修

会(後期）

21.6.15 検査担当者 都道府県検査担当者 平成21年度品質検査に関する個別研修

会（前期）

21.6.16～17 検査担当者 都道府県検査担当者 平成21年度動物用医薬品危機管理対策

に関する品質検査研修会(前期）

21.6.22 検査担当者 都道府県検査担当者 平成21年度品質検査に関する個別研修

会（後期）

21.6.23～24 検査担当者 都道府県検査担当者 平成21年度動物用医薬品危機管理対策

に関する品質検査研修会(後期）
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21.8.3～4 髙澤健史 日本大学 動物医薬品検査所における検査業務に

21.8.10～12 ついて（細菌・原虫・プリオン関係）

21.8.3～4 野口慧多 日本大学 動物医薬品検査所における検査業務に

21.8.10～12 ついて（ウイルス・マイコプラズマ関

係）

21.8.24～28 平野文隆 北里大学 薬剤耐性について

21.8.17～21 松本千明 外１名 北里大学 動物用医薬品の品質管理について

21.8.10～14 芹澤絵里 日本獣医生命科学大 Streptcoceus suisの薬剤感受性について

21.8.31～9.4 学

22.3.1～5 矢部静 新潟県中央家畜保健 鶏由来サルモネラの遺伝型別検査手技

衛生所 の習得

22.3.15～19 加藤雅樹 岩手大学 牛血漿中のメトクロプラミドの

LC/MS/MS による分析方法について

計 95 名

11 平成21年度見学（主なもの、視察を含む）

(1) 国内

期間 氏名 所属 研修・見学内容

21. 7. 2 森 山 浩 光 外 8 名 東京農工大学 施設見学

21. 7. 8 富 樫 樹 保 外 1 名 東京農工大学 施設見学

21. 7.14 畑井喜司雄 外 4 名 日本獣医生命科学大学 施設見学

21. 7.14 大和田孝二 外 14 名 宮崎県農業共済組合家畜診療所長会 施設見学

21. 7.28 井上由佳理 麻布大学 施設見学

21. 7.29 上 野 勇 一 外 4 名 独立行政法人農業・食品産業技術総合 施設見学

研究機構動物衛生研究所

21. 7.31 早 坂 南 風 実践女子学園高等学校 施設見学

21. 8. 3 佐 藤 浩 平 外 1 名 麻布大学 施設見学

21. 8.20 阿 部 史 絵 外 10 名 日本獣医生命科学大学 施設見学

21. 9. 4 瀬 野 智 史 外 8 名 日本獣医生命科学大学 施設見学

21.10.28 土 屋 健 希 外 4 名 日本大学 施設見学

21.12.24 大 森 澄 枝 日本大学 施設見学

22. 2. 9 小 原 昭 子 外 2 名 北海道大学 施設見学

計 69 名
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(2) 国外

期間 氏名 所属 研修・見学内容

21. 6. 1 Dr.BUTAR BUTAR Rince Morita 外 インドネシア国別研修「鳥インフルエンザワ 施設見学

1 名 クチンモニタリング技術３」コース

21. 7. 3 Dr.BAHRI Sjamsul 外 6 名 インドネシア国別研修「重要伝染性疾病対策 施設見学

管理」コース

21. 9. 1 Mr.PANEI Carlos Javier 外 6 名 JICA 集団研修「獣医技術研究」コース研修生 施設見学

21. 9.10 Dr.Cynthia Devy Irawati 外 2 名 インドネシア国別研修「鳥インフルエンザ及 施設見学

び重要家畜疾病診断」コース

21. 9.16 Mr.LIMLAMTHONG Yukol 外 1 名 タイ国別研修「日本の家畜防疫体系」コース 施設見学

21.11. 2 Ms.Barbara Freischem 外 2 名 IFAH 施設見学

21.11.11 Mr.PINYOCHEEP Prapas 外 1 名 JICA タイ国別研修「動物検疫」コース 施設見学

21.11.25 Dr.Hoang Van Nam 外 3 名 DAH 施設見学

22. 2.19 Ms.KEERATIYUTI Thunyaluck 外 JICA タイ国別研修「食品安全管理強化計画」 施設見学

11 名 コース

22. 2.24 Mr.RAMLAN Mohamed 外 3 名 タイ・マレーシア国別研修「動物検疫（２）」 施設見学

及び「ラボネットワーク」コース

計 46 名
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